
秘めた歴史を訪ねて
のんびり巡ろう

2024.01

島根県大田市は、ユネスコの「世界平和と人権尊重」の精神に基づき、
世界遺産「石見銀山遺跡とその文化的景観」の保全と活用をすすめています。
掲載している情報は、2024年1月時点での情報です。改定されている場合が
ありますので、事前にご確認ください。

大田市観光振興課
〒694-0064島根県大田市大田町大田ロ1111番地
TEL：0854-82-1600(代)

大田市の観光のお問い合わせは、
大田市観光協会の観光案内所までどうぞ

一般社団法人 大田市観光協会
〒699-2303 島根県大田市仁摩町大国42-1
TEL：0854-88-9950

※仁摩観光案内所につながります

大森観光案内所（大森／石見銀山公園）
TEL：0854-88-9950

●

温泉津観光案内所（温泉津／ゆう・ゆう館内）
TEL：0855-65-2065

●

●大田市駅観光案内所（大田／JR大田市駅内）
TEL：0854-84-5430

●仁摩観光案内所（仁摩／道の駅ごいせ仁摩内）
TEL：0854-88-9950
発行元

島根県大田市
観光サイト



永
遠
の
中
の

一
瞬
に

気
づ
く
旅
。

自
然
に
宿
る

力
と
と
も
に
。

宿泊施設、広告

広告

大田市観光PR動画

大田市アクセスマップ

島根県のほぼ中央に位置する大田市。

最盛期には世界屈指の銀山として栄えた

世界遺産『石見銀山遺跡とその文化的

景観』や、国立公園三瓶山の豊かな自然、

三瓶山の火山活動がもたらしためぐみを

ストーリーとして繋いだ日本遺産『石見の

火山が伝える悠久の歴史～“縄文の森”

“銀の山”と出逢える旅へ～』など魅力が

たっぷりで、歴史と自然に溢れたまちです。

大田市とは
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見
ど
こ
ろ
は
、拝
殿
の
鏡
天
井

に
描
か
れ
た「
鳴
き
龍
」。三
瓶

の
絵
師
・
梶
谷
円
隣
斎
作
で
、

下
で
柏
手
を
打
つ
と
龍
が
鳴
い

て
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
音
が

鳴
り
ま
す
。主
祭
神
は
大
物

主
命
。屋
根
が
二
つ
重
な
る

重
層
式
拝
殿
が
特
徴
で
す
。

石
見
銀
山
の
世
界
的
な
価
値
や
、

散
策
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
ス
タ
ッ
フ

が
わ
か
り
や
す
く
解
説
。石
見
銀
山

へ
向
か
う
バ
ス
の
拠
点
に
な
っ
て
お

り
坑
道
跡
や
町

並
み
を
散
策
す

る
前
に
立
ち
寄

る
の
が
お
す
す
め

で
す
。 石

見
銀
山

世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー

石
見
銀
山
へ
の

出
発
は
こ
こ
か
ら

大 

森
間
歩
と
呼
ば
れ
る
坑
道
跡
が

点
在
す
る
銀
山
エ
リ
ア
と
、

鉱
山
と
と
も
に
発
展
し
た

陣
屋
町
の
町
並
み
エ
リ
ア
。

銀
の
歴
史
と
、人
々
の
暮
ら
し
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
散
策
す
る

人
気
の
エ
リ
ア
で
す
。

町
並
み

交
流

セ
ン
タ
ー

ぎんざんカート
石見銀山グリーンスローモビリティ

明
治
23
年
に
開
設
さ
れ

た
旧
大
森
区
の
裁
判

所
。館
内
に
は
法
廷
が

一
部
再
現
さ
れ
、石
見

銀
山
の
歴
史
と
暮
ら
し

を
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。

大田市大森町イ490住

年末年始（臨時休あり）休9：00～16：30
0854-89-0330

大人￥310／小人￥150￥

大田市大森町イ1597-3住

毎月最終火曜日、年末年始休

8：30～18：00 ※12月～2月は17：30閉館
有料展示室 9：00～17：30（最終受付17：00）
※12月～2月は17：00まで（最終受付16：30）

0854-89-0183

ありP

大田市大森町イ1477住 0854-88-9950（大田市観光協会）

城
上
神
社

き         

が
み       

じ
ん        

じ
ゃ

鳴
き
龍
の
天
井

大森代官所跡⇔龍源寺間歩
を時速約20km未満の電動
ゴルフカート型車両に乗って
ラクラク移動できます。

詳細・時刻表は
ホームページを
ご覧ください

旧
大
森
区
裁
判
所

6名
定員

世
界
遺
産
の
価
値
を
体
感
！

大
森
の
町
を
見
守
る
神
社

銀
の
こ
と
や

町
の
変
遷
を
映
像
で

石
見
銀
山
御
料
に
お
け
る
最
大
規
模
の
商
家

の
、暮
ら
し
の
変
遷
を
今
に
伝
え
る
熊
谷
家

住
宅
。１
８
０
１
年
に
建
て
ら
れ
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。古
文
書
に

よ
る
と
、毛
利
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
、鉱
山
業
、酒
造
業
と
と
も
に
、金
融
業

な
ど
も
務
め
、石
見
銀
山
で
最
も
有
力
な

商
家
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

熊
谷
家
住
宅

国
指
定
重
要
文
化
財

銀
山
で
栄
え
た
商
家

大人￥520／小人￥100￥

大田市大森町ハ63住

火曜日（祝日の場合翌日）、年末年始（12月29日～1月3日）、臨時休あり休

9：30～17：000854-89-9003

…電話番号 …料金￥ …駐車場P…住所住 …休み休…時間

大田市大森町イ824-3住

元日休

8：30～17：00

0854-88-9950

銀
山
エ
リ
ア
と
町
並
み
エ
リ
ア

の
中
間
に
あ
る
案
内
所

観
光
案
内
所
に
は
お
み
や
げ
処
や

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

石
見
銀
山
へ
お
越
し
の
際
は
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

町並みから
龍源寺間歩の間を
電動カートに乗って
ラクラク移動
できます。

毎週水曜日、1月1日休
※悪天候の場合、急遽運行を
　中止する場合があります。

「大森代官所跡⇔龍源寺間歩」間10カ所
1日12便～14便

0854-89-0633（レンタサイクル河村）
フリー乗降区間あり
フリー乗降区間：大人￥100／小人￥50
その他の区間：大人￥400／小人￥200
※片道料金です。

￥

石見銀山大森観光案内所

銀
山
で
働
き
亡
く
な
っ
た
人
や

祖
先
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
、25
年

か
け
1
7
6
6
年
完
成
。5
0
0
体

の
羅
漢
像
が
安
置
さ
れ
、当
時
か
ら

「
こ
こ
に
お
参
り
す
れ
ば
亡
く

な
っ
た
父
母
や
我
が
子
に
会
え
る
」と

言
わ
れ
今
で

も
参
拝
者
が

絶
え
ま
せ
ん
。

羅
漢
寺 

五
百
羅
漢

五
百
体
の
像
が
圧
巻

鉱
山
労
働
者
を
偲
ぶ
場
所大人￥500／小人￥300

（※20名様以上、
大人￥400、小人￥200）

￥

大田市大森町イ804住

不定休休

9：00～17：00

0854-89-0005

大
森
代
官
所
に
務
め
た
地
元
の

役
人
を
地
役
人
と
い
い
、河
島
家

は
代
々
大
森
の
地
で
地
役
人
を

務
め
た
の
ち
、総
括
役
ま
で
昇
進

し
た
上
級
武
士
で
す
。武
家
屋
敷

の
特
徴
を
よ
く
残
し
た
造
り
で
、

食
事
の
様
子
や
、実
際
に
使
用
し
た

武
器
や
鎧
な
ど
も
展
示
し
、当
時
の

暮
ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

旧
河
島
家

代
官
所
地
役
人

大人￥200／小人￥100￥

大田市大森町ハ118-1住

火曜日（祝日の場合翌日）、年末年始（12月29日～1月3日）、臨時休あり休

9：30～16：300854-89-0932

武
士
の
日
常
を
伝
え
る

武
家
屋
敷

モデルコース

大
　
森Om

or
i

0304



石
見
銀
山
で
1
，0
0
0
ヶ
所
近
く
確
認
さ
れ
て
い
る
銀
採

掘
坑
道
の
中
で
最
大
級
を
誇
る
間
歩
。

世
界
的
に
重
要
な
経
済
・
文
化
交
流
を
生
み
出
し
た
石
見

銀
が
大
量
に
生
産
さ
れ
た
場
所
で
、云
わ
ば
石
見
銀
山
の

心
臓
部
が「
大
久
保
間
歩
」で
す
。最
大
の
見
ど
こ
ろ
は

1
7
5
ｍ
地
点
に
あ
る『
福
石
場
』と
呼
ば
れ
る
採
掘
場
で
、

稀
少
な
自
然
銀
を
含
ん
で
い
る
鉱
石
が
特
に
採
掘
さ
れ
た

場
所
で
す
。4
0
0
年
前
の
ま
ま
を
見
る
こ
と
の
で
き
る

大
久
保
間
歩
は
、世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
と
魅
力
を
伝
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。

世
界
を
動
か
し
た
と
言
わ
れ
る
石
見
銀
山
の
神
髄
を
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

龍源寺間歩までの道は、自然に満ちたさんぽ路

佐毘売山神社
さ      ひ       め    やま    じん    じゃ し     みず    だに   せい    れん     じょ     あと

りゅう    げん     じ       ま       ぶ

清水谷製錬所跡

①レンタサイクルを使うと、間歩までの
上り坂も楽に上ることができます。②川の
せせらぎを聞きながら四季をお楽しみ
ください。③道中小さな間歩がいくつも
あります。周りを見渡しながら歩いてくだ
さい。④地元のガイドといっしょに歩く
と、楽しさがアップします。

当時最先端の技術で明治期の銀生産を支えた大型
製錬所の遺跡で、当時の銀生産の様子を感じること
ができます。現在建物は残っていませんが、変電所
跡・選鉱場跡・トロッコ道などを見ることができます。

龍源寺間歩

明治期の銀生産の様子を伝える

大田市大森町住 0854-88-9950（大田市観光協会）

江戸時代中期に代官所直営で操業されていた間歩。石見
銀山で唯一年間を通して公開されている間歩で、坑内では
江戸時代の手掘りの跡などを間近に見ることができます。

螺灯
かつて間歩でも使われた、サザエの
殻に油を入れて火を灯す明かりの
こと。大田市のマスコットキャラクター
らとちゃんの由来です。

銀を採掘した坑道を一般公開

龍源寺間歩を出てすぐの、山の中腹に佇む神社。全国一の
規模の山神社でお社は文政2年（1819）に再建されたものです。
鉱山の神である「金山彦命」を主祭神とし、町の人々に「山神
さん」と呼ばれ親しまれています。

全国一の規模の山神社

大田市大森町住 0854-88-9950（大田市観光協会）

大人￥410／小人￥210￥

大田市大森町ニ183住

元日休

9：00～17：00（12月～2月は16：00まで）［最終入場は10分前まで］
0854-89-0347

大
久
保
間
歩

お
お             

く                 

ぼ                 

ま                

ぶ

石
見
銀
山
最
大
級
の
坑
道
跡

① ② ③

④

ら     とう

大人￥4,500／小・中学生￥3,500￥

大田市大森町住

上記以外（12月～2月は休場）休

2024年3月1日～11月30日の
金・土・日・祝日・お盆期間

0854-89-9091

坑
内
を
見
学
す
る
に
は
、

ツ
ア
ー
に
事
前
予
約
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

Om
or
i

大
　
森
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姫逃池登山道（山頂まで約80分～120分）

名号登山道（山頂まで約90分～130分）

西の原登山道（山頂まで約100分～140分）

三瓶自然館サヒメル駐車場から
男三瓶山山頂までの最短ルート

国指定天然記念物の三瓶山自然林内を進み、
男三瓶山山頂へ至るルート

西の原草原から男三瓶山山頂へ登る見晴らしの良いルート

女夫松登山道（山頂まで約60分～80分）
三瓶温泉から孫三瓶山山頂へ登るルート

縦走登山道（1周約4～6時間）
男三瓶山、女三瓶山、大平山、孫三瓶山、子三瓶山
の各峰を一周するルート

三瓶山登山コース
1

3

2

4

6

5

東の原登山道（山頂まで約60分～70分）
東の原駐車場から観光リフトと並行する
登山道を通り女三瓶山山頂へ登るルート

1
2

3

4

5

6

1km

N

姫逃池
登山道

西の原
登山道
西の原
登山道

名号登山道

東の原
登山道

縦走登山道縦走登山道

女夫松
登山道

三瓶青少年交流の家

北の原
キャンプ場

島根県立三瓶自然館サヒメル

子三瓶山

孫三瓶山西の原

北の原

東の原

大平山
女三瓶山

男三瓶山

三
瓶

「
出
雲
国
風
土
記
」の
国
引
き
神
話
に
も

登
場
し
た
活
火
山
。男
三
瓶
山
、女
三
瓶

山
、子
三
瓶
山
、孫
三
瓶
山
な
ど
、6
つ
の
峰

が
連
な
り
ま
す
。壮
大
な
眺
望
を
味
わ
う

東
の
原
、広
大
な
草
原
の
西
の
原
な
ど
、異

な
っ
た
自
然
の
景
観
が
見
ど
こ
ろ
。体
力

に
合
わ
せ
て
登
山
コ
ー
ス
が
選
べ
、自
分

の
ペ
ー
ス
で
自
然
散
策
も
で
き
ま
す
。

三瓶自然館サヒメル

新たな遊び方を提案
する「三瓶ガイドブッ
ク」！登山と温泉だけ
じゃない！まだ知ら
ない三瓶に出会い、
エネルギーをチャージ
しませんか？

詳しくはコチラ⬇

大人￥400／小人￥200
（企画展の期間を除く）

￥

大田市三瓶町多根1121-8住

火曜日（祝日の場合翌平日）、
年末年始
（夏休み期間中は火曜日も営業）

休

9：30～17：00（最終入館16：30）

0854-86 -0500

ありP

三瓶観光リフト三瓶こもれびの広場 木工館
大田市山口町山口1638-1住

火曜日・年末年始
（祝日の場合翌平日）

休

4月～9月9：00～18：00
10月～3月9：00～17：00
（木工体験受付9：30～15：00）

0854-86 -0182

ありP

三瓶山の自然の中で木工体験しませんか？
島根県や大田市などで育った木を使い、約30
種類の中から作品を作ることができます。
小さいお子様から大人まで楽しむことができ
ますよ！

大田市三瓶町志学1640-2住

火曜日（12月～3月運休）休

8：30～16：30
0854-83-2020

大人往復￥750／片道￥470
小人往復￥550／片道￥350

￥

標高差255ｍを約15分かけて、山頂に向
かうリフト。リフトを降りて山道を少し登
ると展望台があり、男三瓶山、女三瓶山、
子三瓶山など三瓶山の全貌を一望でき
ます。壮大な景色を眺めながら、思いき
り深呼吸してみてください。

パノラマ絶景までの空中散歩
三瓶山だけでなく、島根の自然の魅力を
体感できます。化石や動物のはく製などの
展示や、館内にいながらバードウォッチング
ができるほか、大型望遠鏡を備えた天文台や
プラネタリウムもあります。子どもから大人
まで遊びながら自然を学ぶことができます。

遊んで学べる博物館

キ
ャ
ン
プ
に
温
泉
に
、大
自
然
を
満
喫

三瓶山広域ツーリズム振興協議会
（大田市役所観光振興課内）

0854-82-1600（代表）

さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　べ

高原特有の爽快な空気と、豊かな
自然を満喫できるキャンプ場。車を
横付けしてテントを張れるオートキャン
プや、頑丈で悪天候に強い常設テン
トサイトなどがあり、初心者に優しい
施設です。

三瓶山北の原キャンプ場
大田市三瓶町多根1121-1住

チェックイン15：00～17：00、
チェックアウト9：00～11：00
（ケビンチェックアウトは
9：00～10：00）

0854-86 -0152

ありP有料￥

モデルコース登山モデルコース

ありP

0708



G O U R M E T

三
瓶
温
泉

大田市三瓶町志学932-1住

元日休

ありP

12：00～21：00
（11月～4月中旬までは20：00まで）

0854-83-2238（三瓶観光タクシー）

鶴の湯 ※シャワー、シャンプー類なし

大田市三瓶町志学ロ1730-11住

火曜・年末休

ありP

11：00～17：00
0854-83-2215

さんべ温泉そばカフェ湯元
大田市三瓶町志学ロ357-5住

無休（臨時休あり）休

10：00～21：00（加温時間夕方より）

0854-83-2167
（大田市 志学まちづくりセンター）

亀の湯 ※シャワー、シャンプー類なし

ありP

大田市三瓶町志学2078-2住

不定休休

平日13：00～20：00受付まで
土日祝12：00～20：00受付まで
※終業時間変更の可能性あり

0854-83-3001

四季の宿 さひめ野

ありP

大田市三瓶町志学2072-1住

不定休休 ありP

10：30～20：00（21：00閉館）
※終業時間変更の可能性あり

国民宿舎さんべ荘

浮布の池

大田市三瓶町池田住

三瓶山の噴火によってできた湖。柿本人麻呂が和歌を詠んだ地とされています。
天気の良い日は、浮布池展望所から水面に映る「逆さ三瓶」を眺めることができます。

池面に映る三瓶山の美しさは格別

三瓶山の噴火により埋もれた太古の
森を展示。直径30m、地下13.5ｍの
巨大な地下空間に縄文の森の巨大な
杉がそびえたつ姿は圧巻の一言。
4000年の時を経て目覚めた奇跡の
森がそこに広がります。

地
底
に
眠
る
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
。

悠
久
の
時
を
旅
し
よ
う
。

大田市三瓶町多根ロ58-2

三瓶小豆原埋没林公園
（さんべ縄文の森ミュージアム）
住

9：00～17：000854-86 -9500

ありP大人￥300/小人￥100￥

火曜（祝日の場合は営業し、翌平日が休業）、
年末年始
・夏休み期間（7月下旬～8月末まで）は火曜日も開館
・メンテナンス休館あり 12月と3月（第一月曜から
  金曜日 5日間程度）

休

毎分約3000リットルもの豊富な湯量が

特徴で江戸時代より湯治場として栄えた

歴史を持っています。鉄分を多く含む

茶褐色の濁り湯で、少しとろみがあり、

湯あがりのしっとり肌を実感できます。

0854-83-2011

主な日帰り
温泉施設

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林

三瓶そば

三瓶山の火山性土壌で栽培されている在来種
のそば。淡い色味と香りの高さ、喉越しの良さが
特徴です。11月中旬から新そばが楽しめます。

三瓶山麓で育った香り高いそば

三瓶山を眼前に臨む、西の原の「休憩
所」。三瓶の旬の食材を活かした食事
やカフェメニューが楽しめます。
大田市三瓶町池田3294住

月曜日、木曜日
（祝日の場合は営業し、振替休日を設定）
冬季休業あり

休

（平日）10：00～14：00
（土・日・祝（晴天時））10：00～16：00
（土・日・祝（雨天時））10：00～14：00

0854-83-2053

ありP

山の駅さんべ
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夕
暮
れ
と
と
も
に
灯
る
、オ
レ
ン
ジ
色
の
灯
り
。

温
泉
津
は
、石
見
銀
山
の
一
角
に
あ
る
、大
正

ロ
マ
ン
が
香
る
温
泉
街
で
す
。戦
国
〜
江
戸

時
代
に
銀
を
運
び
出
す
街
道
の
一
角
と
し
て

栄
え
、世
界
遺
産
登
録
地
区
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
風
情
を
残
す
町
並
み
は
、温
泉
地

と
し
て
全
国
で
初
め
て
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
泉
津

世
界
遺
産
で
、

温
泉
を
。

薬師湯
大田市温泉津町
温泉津7

住

無休休

入浴時間 
土･日･祝 8：00～21：00
月～金 9：00～21：00

0855-65-4894

湯
治
場
と
し
て
評
判
の
由
緒
あ
る
温
泉
で
、現
在
も
そ
の

薬
効
の
高
さ
か
ら
入
浴
者
の
た
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

源
泉
か
け
流
し
の
熱
め
の
お
湯
で
、体
の
芯
か
ら
温
ま
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

温
泉
津
温
泉

ゆ   

　
　 の

　
　
　 つ

湯
治
場
と
し
て
評
判
の
温
泉

Om
or
i

大
　
森

島根県西部（石見地方）で古く
から伝統芸能として受け継がれ
ている神楽のひとつで、島根県
を代表する郷土芸能です。
大田市では、温泉津や三瓶での
定期公演のほか、道の駅ごいせ
仁摩などで見ることができます。

石見神楽

や
き
も
の
の
里

温
泉
津

福光石の石切場
室町時代から400年以上続く石切場。現在も作業が行われており、大森の
五百羅漢にもここの石が使われています。見学は可能ですが、事前予約が
必要です。

1階に観光案内所、2階には温泉津
の歴史を展示するスペースがあり、
無料で見学できます。

大田市温泉津町福光ハ107-1住 0855-65 -2998（石切場ガイド事務局）

※ガイド同行の為、前日までの予約が必要です。

大田市温泉津町温泉津イ22-2住

水曜日、年末年始、臨時休館あり休

9：00～17：00創作体験開始は16：00まで（要予約）
0855-65-4139

椿
窯
、森
山
窯
、㈲
椿
窯
の
3
つ
の

窯
元
と
登
り
窯
が
あ
る
温
泉
津
や
き

も
の
の
里
。陶
器
の
購
入
が
で
き
る
の

は
も
ち
ろ
ん
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
、

山
の
急
な
傾
斜
を
利
用
し
て
作
ら

れ
た
日
本
最
大
級
の
登
り
窯
と
、

上
り
屋
根
。民
藝
の
父
・
柳
宗
悦
も

「
美
し
い
建
物
」と
評
し
た
、一
度
は

見
て
お
き
た
い
風
景
で
す
。

町
並
み
に
美
し
く
溶
け
込
む

日
本
最
大
級
の
登
り
窯

温泉津観光案内所
ゆう・ゆう館

大田市温泉津町温泉津イ791-4住

年末年始休

3月～11月 8：45～17：30
12月～2月 9：15～16：30

0855-65 -2065

モデルコース

ありP

ありP

ありP

温
泉
津

Yu
no
ts
u
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掛
戸
松
島

鎌
倉
時
代
、当
時
潟
湖

で
あ
っ
た
波
根
湖
を

排
水
す
る
た
め
、７
年
に

わ
た
る
年
月
を
か
け
て

開
掘
し
た
切
り
通
し
の

間
に
立
ち
、海
面
か
ら

の
高
さ
は
約
20
ｍ
あ
る

奇
岩
で
す
。夕
日
の

美
し
さ
は
絶
景
で
す
。

鞆
ケ
浦

石
見
銀
山
開
発
初
期
に
、

銀
鉱
石
が
積
み
出
さ
れ
た

港
。石
見
銀
山
か
ら
銀
山

街
道（
鞆
ケ
浦
道
）で
つ
な

が
り
、最
短
に
あ
る
港
と

し
て
、博
多
の
商
船
や
後
に

中
国
や
朝
鮮
か
ら
も
船
が

乗
り
入
れ
、繁
栄
し
ま
し
た
。

銀
を
世
界
へ
届
け
た
港

１
年
か
け
て
時
を
刻
む

世
界
最
大
の
砂
時
計

総
ガ
ラ
ス
張
り
の
大
小
6
基
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
が
目
を
引
く
館
内
に
は
、

1
年
か
け
て
１
ト
ン
の
砂
が
落
ち
る

世
界
最
大
の
一
年
計
砂
時
計「
砂
暦
」

が
ゆ
っ
く
り
と
時
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、世
界
お
よ
び
日
本
各
地
の
砂

の
標
本
や
、砂
絵
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、親
子
で
楽
し
め
ま
す
。漫
画

「
砂
時
計
」の
舞
台
に
も
な
り
ま
し
た
。

別
館「
ふ
れ
あ
い
交
流
館
」で
は
、

ガ
ラ
ス
を
使
っ
た
体
験
が
で
き
ま
す
。

琴
ヶ
浜

「
日
本
の
渚
1
0
0
選
」

に
選
ば
れ
、国
の
天
然

記
念
物
に
も
指
定
さ

れ
た
約
1.4
㎞
に
渡
っ
て

続
く
美
し
い
砂
浜
。

砂
に
は
石
英
が
多
く

含
ま
れ
、踏
む
と「
キュッ

キ
ュ
ッ
」と
音
が
鳴
り

ま
す
。

全
国
で
も
珍
し
い

「
鳴
砂
」の
浜

大田市仁摩町馬路住

・琴ヶ浜までのアクセス:JR馬路駅から徒歩5分

仁摩サンド
ミュージアム

道
の
駅

ご
い
せ
仁
摩

大
田・
波
根

立
神
岩

烏帽子のような形の、海から突き出た島を

立神島、それと対面するようにそびえ立つ岩を

立神岩と言います。美しい地層がくっきりと

現れた奇岩は、波根町のシンボルとなっています。

町のシンボルとなる美しい島と岩

神
島

道の駅 ロード銀山

大田市久手町刺鹿1945-1住

水曜日休土産品販売 9：00～18：00　レストラン 11：00～14：00
0854-82-1991

国道9号沿いにあるロード銀山は、石見銀山や三瓶山への東の玄関口。
大田市の特産品が揃い、お土産選びに便利です。

地元グルメも楽しめる観光拠点

仁
摩

モデルコース

と
も        

が       

う
ら

大田市波根町住

大
田
市
五
十
猛
町

住

大
田
市
久
手
町
波
根
西

住

鬼村の鬼岩

大田市大屋町鬼村住

鬼伝説が伝わる奇岩で、
傘のように広がる頂部と
風食作用による穴が特徴
的です。

波根西の珪化木

大田市久手町波根西住

火山活動に伴う土石流に埋もれた
巨木の化石。周辺の海底にも多数
の巨木化石を見ることができます。

五
十
猛
町
の
東
沖
、約

２
０
０
ｍ
に
浮
か
ぶ
、

神
々
の
気
配
が
残
る

美
し
い
島
で
す
。近
く

の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の

駐
車
場
か
ら
望
む
島
の

夕
景
に
は
、目
を
奪
わ

れ
ま
す
。

和田珍味本店から望む夕景

モデルコース

大人￥730／小人￥360￥

大田市仁摩町天河内975住

水曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始（HP要確認）休

9：00～17：00（受付は16：30まで）

0854-88-3776

ありP

ありP

ありP
ありP

大田市仁摩町大国42-1住

火曜日（祝日の場合は営業）、1月1日休

物販コーナー 9：00～18：00
レストラン 11：00～17：00
　　　　　(ラストオーダー16：30)
観光案内所 9：00～17：00

0854-88-9001 ありP

道
の
駅「
ご
い
せ
仁
摩
」は
、世
界
遺
産「
石
見
銀
山
遺
跡
」や

「
仁
摩
サ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」近
く
に
あ
る
山
陰
道
仁
摩
・

石
見
銀
山
Ｉ
Ｃ
の
目
の
前
と
い
う
好
立
地
で
、豊
富
な
地
域

資
源
に
恵
ま
れ
た
大
田
市
の
玄
関
口
と
な
る
道
の
駅
で
す
。

新
鮮
な
農
水
産
物
や
特
産
品
等
の
販
売
、地
元
食
材
を
中
心
と

し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
に
加
え
、観
光
案
内
ブ
ー
ス
、Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
、屋
根

付
き
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
て
お
り
、不
定
期
で

石
見
神
楽
公
演
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ご
い
せ
」は
仁
摩
地
域
の
方
言
で
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」を

意
味
し
ま
す
。

に
　
　
　
　ま
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※お昼ごはんラストオーダー 15：00
※カフェラストオーダー 16：30

手びねり体験 2,000円
絵付け体験 1,200～2,000円（税込）

￥

1～5名まで一律3,000円（学生割引あり）
6名以上、1名につき500円追加（税込）

￥

西日本最大級の登り窯が隣接している
温泉津やきもの館では、温泉津焼き
の歴史や作品を見ることができ、
陶芸の創作体験や絵付けの体験も
できます。周辺に、３つの窯元が営業
しており、窯元巡りも楽しめます。

500 年前から切り出しが行われ、
石見銀山の文化圏と生活圏を
形成してきた福光石の採石場を
ガイド付きで、ご案内します。
所用時間40分～1時間（ガイド付）

毎週水曜日、年末年始、臨時休館あり休

9：00～17：000855-65 -4139

温泉津やきもの館

9：00～16：00

0855-65 -2998

福光石の石切場見学

年末年始休

営業時間｜11：00～17：00
                    （水曜定休・祝日は営業）

※要予約（体験開始は16：00まで）

大  森
エリア

温泉津
エリア

仁  摩
エリア

大田・波根
エリア

宿泊施設
ゆっくり満喫できる素敵なお宿が大田市に
はたくさんあります。自然に囲まれた空間と
おいしい料理が旅の疲れを癒してくれます。

大田市の     宿に泊まろう

…電話番号…住所住 …施設サイト有

…facebook …ins t ag ram

施設所在エリアカラー

アイコン説明

三  瓶
エリア

ニ

…X

1516





秘めた歴史を訪ねて
のんびり巡ろう

2024.01

島根県大田市は、ユネスコの「世界平和と人権尊重」の精神に基づき、
世界遺産「石見銀山遺跡とその文化的景観」の保全と活用をすすめています。
掲載している情報は、2024年1月時点での情報です。改定されている場合が
ありますので、事前にご確認ください。

大田市観光振興課
〒694-0064島根県大田市大田町大田ロ1111番地
TEL：0854-82-1600(代)

大田市の観光のお問い合わせは、
大田市観光協会の観光案内所までどうぞ

一般社団法人 大田市観光協会
〒699-2303 島根県大田市仁摩町大国42-1
TEL：0854-88-9950

※仁摩観光案内所につながります

大森観光案内所（大森／石見銀山公園）
TEL：0854-88-9950

●

温泉津観光案内所（温泉津／ゆう・ゆう館内）
TEL：0855-65-2065

●

●大田市駅観光案内所（大田／JR大田市駅内）
TEL：0854-84-5430

●仁摩観光案内所（仁摩／道の駅ごいせ仁摩内）
TEL：0854-88-9950
発行元

島根県大田市
観光サイト


